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2011年 年始式挨拶（要旨）
旭化成株式会社

代表取締役社長

藤　原　健　嗣
新年明けましておめでとうございます。
2010年は、中国を中心とした新興国需要に支えられ、当社グループもリーマン・ショック前に近い水準を達成する見込みであり、本年から始まる新たな中期経営計画の出発に向け土台固めができた年であったと思います。
一方、2011年の当社グループを取り巻く経営環境については、欧米経済に比べ急激な変動リスクを抱えた新興国の経済動向が懸念材料と考えています。当社グループは、その経済変動にどう行動するのか、新たな変革を迎えるこの１～２年の対応こそが今後の旭化成グループを左右すると言えます。

また、2011年は新しい中期経営計画のスタートの年で、次の変化に対応し勝ち残るために２つの戦略を実行していきたいと思います。１つは、既存事業において、世界ナンバー・ワン戦略を、投資やＭ＆Ａを含め積極的に加速させていきます。２つ目は、新しい社会構造に合致した新事業の創出を図っていきます。そのために３つのプロジェクトを立ち上げ、旭化成グループを成長させていきたいと考えています。すなわち、これからの世界が求めている新しい社会とは、「地球環境との共生」、「健康で快適な生活」が実現できる社会です。この社会を実現するために、当社グループの持つ経営資源を最大限に活かした「これからの環境・エネルギー」、「これからの住まい」、「これからの医療」を実現する新しい融合型ビジネスを創出していきます。
本年は、新中期経営計画のスタートの年であると同時に、当社グループの将来を決める大事な年です。従業員の皆さんには、是非、「変化に挑戦」してほしいと思います。「新しいものを創造する」ために、過去にとらわれず、どんな場であってもまずは行動し、その上で皆さんの力を合わせて、新しい旭化成グループを作り上げて頂きたいと思います。皆さん、一人ひとりの活躍に期待しています。
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